
新しい　険へ
たくさんの食材に出会うことができたシュンとベジベジ。

そして、その一つひとつに、農家さん漁師さんの知恵と情熱が宿る

“いのちのバトン”が込められていたのです。

このガイドブックを読み終えた皆さんも、

ぜひ身近な地元の食材を探してみてください。

そして「地産地消」で大分の恵みを存分に味わって、

さらにその魅力を周りに伝える

新しい「食材ハンター」になってください。

次の食卓で、冒険の続きを！
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用語集
ページ 用語 説　　　明

3・4・16 ha 1ha ＝ 10,000 平方メートル

5・７・10
選
せんかじょう

荷場
（選果場）

農家で収
しゅうかく

穫された農産物を大きさ、色、形や味で分けて、箱や袋
ふくろ

に詰
つ

めて市場やスーパーへ出
しゅっか

荷し
ます。

6 育
いくびょう

苗センター 苗
なえ

を育てることを専
せんもん

門に行うところ。

6・7 JGAP認
にんしょう

証 食の安全や環
かんきょうほぜん

境保全に取り組む農場に与
あた

えられる認証のこと。

7 石
せっかい

灰
カルシウムが主成分で肥

ひりょう

料に使われるほか、農業ハウスに吹
ふ

き付けて光をさえぎるためにも使われ
ます。

7 遮
しゃこう

光ネット 直
ちょくしゃ

射日光から農作物等を守るための日よけのこと。

7・８ 水
すいこうさいばい

耕栽培 土を使わずに、栄養分を溶
と

かした水に根をひたして植物を育てる方法のこと。

8 武
ぶ か ん

漢市
中国湖北省の省都で、中国中部地

ち い き

域における経
けいざい

済、金
きんゆう

融、貿
ぼうえき

易、情
じょうほう

報通信の中心都市。
大分市とは 1979 年から友好都市関係にあり、以来、経済、文化、スポーツ、農業などのさまざまな
分野で交流を行っています。

12 作
さくがた

型 作物の栽
さいばい

培方法や栽培時期のこと。地域や気候に応
おう

じて最
さいてき

適な方法を選びます。

12・26 ホルモン剤
ざい

植物の実を育てたり色をつけるなど、植物の成長に影
えいきょう

響を与える効
こ う か

果がある薬
やくざい

剤のこと。

13 発芽温度 種が芽を出すのに適
てき

した温度のこと。なるべく一
いっせい

斉に芽が出るように温度を管理します。

13・19 たい肥
ひ 主に、牛、豚

ぶた

、鶏
とり

などのふんを発
はっこう

酵させたもので、肥
ひりょう

料の一種。土を柔
やわ

らかくしたり、農作物が育
ちやすいようにするために使います。

14 化学農薬 化学的に合成された農薬。

14 親
おや

株
かぶ

いちごの苗の親にあたる株。この株から新たに出てきた芽を苗に育てます。

14 ランナー 親株から生えたツル状
じょう

の茎
くき

のことで、先
せんたん

端の芽から根を出して新しい苗に生長します。

15 摘
て き か

果 果
か じ ゅ

樹や野菜などで幼
おさな

い果実を摘
つ

み取る作業のこと。残った果実が大きく、品
ひんしつ

質良く成長します。

16 甘
あまがき

柿・渋
しぶがき

柿
柿には甘柿と渋柿があり、木になっているままで甘くなるものを甘柿といい、実が赤く熟

じゅく

しても渋
みの抜

ぬ

けないものを渋柿といいます。渋柿は干
ほ

し柿などにして渋抜きをして食べます。

17 脱
だっこく

穀 収
しゅうかく

穫した穀
こくるい

類（米、麦、大
だ い ず

豆など）を穂
ほ

から取りはずすこと。

18 食
しょくりょう

料自
じきゅうりつ

給率 国内で食べている食料のうち、どのくらいがその国内で生産されているかという割
わりあい

合のこと。

19 畝
うね

畑で野菜などを育てるために、土を盛
も

った列のこと。

22 ポンツーン 木・鉄・鉄
てっきん

筋コンクリートなどで造
つく

った水面などに浮
う

かんでいる箱状
じょう

の物体。浮きさん橋や小さな
人工島などに使われます。

24 搾
さくにゅう

乳 乳
ちち

をしぼる作業のこと。

25 配
はいごう

合飼
しりょう

料
トウモロコシや大

だ い ず

豆などのさまざまな原材料を、栄養バランスが取れるように混
ま

ぜ合わせた牛、豚、
鶏などのエサのこと。

25 枝
えだにく

肉 皮や内
ないぞう

臓を取り除
のぞ

いた骨
ほね

付きの牛肉などのことで、せりにかけられる前の状
じょうたい

態のこと。

25・30 せり 買いたい人が値
ね だ ん

段を言い合って一番高い人が買う取引方法のこと。

30 相対取引 1 人の売手と 1 人の買手が話し合いで取引すること。

32 食育 いろいろな体験を通して、食べ物についての知
ち し き

識を身につけ、自分に合った食べ物を選べるように
なり、健康で元気にすごせるようになる力をつけること。

P19　大
だ い ず

豆のひみつの答え… ①きなこ、②しょうゆ、③おから　ぜんぶ！
P24　牛のひみつの答え……  「たい肥

ひ

」という、肥
ひりょう

料に生まれ変わっているよ。

37



新しい　険へ
たくさんの食材に出会うことができたシュンとベジベジ。

そして、その一つひとつに、農家さん漁師さんの知恵と情熱が宿る

“いのちのバトン”が込められていたのです。

このガイドブックを読み終えた皆さんも、

ぜひ身近な地元の食材を探してみてください。

そして「地産地消」で大分の恵みを存分に味わって、

さらにその魅力を周りに伝える

新しい「食材ハンター」になってください。

次の食卓で、冒険の続きを！

りょう し ち　え

ぼう 　 けん

じょうねつ

こ

めぐ ぞんぶん

みな

さが

み   りょく

しょくたく つづ

38



大   分   駅
J　R　O　I　T　A　C　I　T　Y

大分市農林水産部 農政課

〒870‒8504 大分市荷揚町2番31号
TEL 097‒537‒7025
FAX 097‒534‒6176 
E-mail nosei3@city.oita.oita.jp 

発行　令和８年２月

お問い合わせ

おおいたしおおいたし

マルわかりブックマルわかりブック

　

　
Th
e l

oca
l food movement

　
　
T
h
e
 l
oc

al
 fo

od movement

シュンとサチの、おおいた食材探検
たん　 けん

大分市

のう  せい   か

に  あげまち


